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恒
例
の
別
所
公
春
祭
り
共
催
剣
道
大

会
が
三
木
市
民
体
育
館
で
市
内
の
小
学

生
か
ら
高
校
生
選
手
１
０
３
名
を
集
め

て
行
わ
れ
た
。

午
前
８
時
に
受
付
が
始
ま
り
、
続
い

て
合
同
稽
古
。
ま
ず
小
学
生
が
大
人
に

か
か
っ
て
い
く
。
続
い
て
、
中
学
・
高

校
生
が
掛
か
る
。
選
手
た
ち
の
鋭
い
気

勢
が
体
育
館
内
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
試
合

前
の
緊
張
感
が
い
や
が
う
え
に
も
高
ま

っ
て
い
く
。

約
１
時
間
た
っ
ぷ
り
稽
古
す
る
と
開

会
式
。
別
所
公
春
祭
り
と
あ
っ
て
、
共

催
の
武
道
大
会
は
剣
道
だ
け
で
は
な
く

柔
道
、
空
手
、
弓
道
が
市
内
で
同
時
に

開
催
さ
れ
て
い
る
。
来
賓
の
北
井
副
市

長
、
松
本
教
育
長
は
各
会
場
で
挨
拶
を

。

す
る
の
で
分
刻
み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ

神
澤
正
輝
三
木
市
剣
道
連
盟
会
長
は

「
剣
先
は
相
手
に
向
け
る
が
自
分
に
も

向
け
る
。
す
な
わ
ち
自
分
が
正
し
い
剣

道
を
し
て
い
る
か
、
公
明
正
大
な
態
度

で
全
力
を
出
す
こ
と
で
相
手
に
失
礼
で

は
な
い
剣
道
を
し
て
い
る
か
、
常
に
自

分
に
問
い
続
け
る
こ
と
が
重
要
」
と
、

正
し
い
剣
道
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
か
れ
た
。

開
会
式
の
締
め
く
く
り
に
は
選
手
宣

誓
を
別
所
少
年
剣
道
教
室
の
木
村
祐
樹

選
手
が
行
っ
た
。

式
終
了
後
、
檜
皮
審
判
長
の
合
図
で

４
試
合
場
で
一
斉
に
試
合
が
始
ま
り
、

各
試
合
場
が
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

★

小
学
４
年
以
下
女
子
低
学
年
の
部

は
、
自
由
が
丘
ト
リ
オ
が
独
占
し
た
。

（
写
真
右
か
ら
）

優
勝

小
林
奈
央
（
自
）
準
優
勝

中

（

）

）

山
玲
奈

自

３
位

礒
口
夢
桜

(

自

★

小
学
４
年
以
下
男
子
の
部
は
、
吉

川
、
志
染
、
緑
が
丘
の
元
気
な
選
手
が

入
賞
を
果
た
し
た

（
写
真
右
か
ら
）

。

優
勝

森
本
隆
文
（
吉
）
準
優
勝

寺

（

）

（

）

口
和
希

志

３
位

日
原

弘
翔

吉

先
坊

健
輔
（
緑
）

★

小
学
５
・
６
年
女
子
の
部
は
、
志

染
の
５
年
生
が
独
占
し
た
。
去
る
３
月

の
東
播
少
年
剣
道
大
会
で
も
女
子
団
体

３
位
に
入
賞
し
、
大
活
躍
し
た
５
年
生

ト
リ
オ
は
、
他
教
室
の
６
年
生
を
抑
え

て
見
事
入
賞
し
た

（
写
真
右
か
ら
）

。

優
勝

寺
口
ひ
か
る
（
志
）
準
優
勝

（

）

（

）

照
井
葉
生

志

３
位

中
西
涼
風

志

★

小
学
５
・
６
年
男
子
の
部
は
、
三

木
中
央
の
加
村
が
、
同
じ
中
央
に
所
属

す
る
東
選
手
に
競
り
勝
っ
て
優
勝
。
緑

が
丘
の
２
人
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
。

（
写
真
右
か
ら
）

優

勝

加
村
蓮
（
中
）
準
優
勝

東

隆
啓
（
中
）
３
位

石
田
直
史
（
緑
）

３
位

村
岡
巨
章
（
緑
）

別所公春祭り共催
剣道大会

各部で熱戦を展開
志染５年生トリオが健闘（小学生女子高学年）
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★

中
学
女
子
の
部
は
少
人
数
の
戦
い

で
、
別
所
の
末
廣
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ

ー
の
前
に
、
同
じ
別
所
の
小
山
、
三
木

中
央
の
加
村
は
及
ば
な
か
っ
た

（
写
真

。

右
か
ら
）

優
勝

末
廣
美
幸
（
別
）
準
優
勝

小

（

）

（

）

山
祐
依

別

３
位

加
村
仁
奈

中

★

中
学
男
子
の
部
は
、
３
年
生
の
志

染
の
上
垣
と
、
１
年
生
な
が
ら
試
合
巧

者
の
大
前
が
躍
進
。
気
合
十
分
で
の
ぞ

ん
だ
上
垣
が
栄
冠
を
手
に
し
た
。
準
優

勝
に
緑
が
丘
の
藤
原
、
３
位
に
大
前
と

中
央
の
日
高
が
入
っ
た

（
写
真
右
か
ら
）

。

優
勝

上
垣
友
基
（
志
）
準
優
勝

藤

原
玄
（
緑
）
３
位

大
前
吏
央
（
志
）

３
位

日
高
龍
世
（
中
）

★
高
校
女
子
の
部
は
、
各
高
校
か
ら
入

賞
。
三
木
の
内
村
が
三
木
東
の
佐
々
野

を
下
し
て
優
勝
、
３
位
に
は
三
木
北
の

森
澤
、
三
木
東
の
金
谷
が
入
っ
た

（
写

。

）

（

）

真
右
か
ら

優
勝

内
村
友
美

三
木

準
優
勝

佐
々
野
み
の
り
（
三
木
東
）

３
位

守
澤
和
沙
（
三
木
北
）
３
位

金
谷
美
幸
（
三
木
東
）

★
高
校
男
子
の
部
結
果
は
次
の
通
り

写
（

真
右
か
ら
）

優
勝

浅
井
優
輔
（
三
木
）
準
優
勝

横
山
暖
（
三
木
北
）
３
位

中
谷
琢
哉

（
三
木
北
）
３
位

森
本
響
（
三
木
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

剣
道
連
盟

平
成

年
度

２７を
終
え
て

総
会

５
月
５
日
（
火

、
午
後
３
時

分
よ

）

３０

り
平
成

年
度
三
木
市
剣
道
連
盟
定
期

２７

総
会
が
三
木
市
立
平
田
小
学
校
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
会
長
が
指
名
し
た
大

柴
敏
昭
議
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
平
成

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
、
平

２６成

年
度
事
業
計
画
案
及
び
予
算
案
な

２７
ど
の
議
題
が
提
案
さ
れ
た
。

年
度
の

２７

主
要
な
事
業
は

年
度
を
引
き
継
ぐ
形

２６

で
成
人
指
導
部
、
青
年
指
導
部
、
少
年

、

、

、

指
導
部

学
校
指
導
部

事
業
企
画
部

広
報
部
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

会
員
数
（
会
費
）
減
少
に
歯
止
め

を
・
・
・
正
・
準
会
員
の
正
確
な

把
握
と
新
会
員
の
獲
得
に
向
け
た

取
組
を

現
在
会
員
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

会
員
の
数
約
１
０
０
名
に
比
べ
、
実
際

に
会
費
を
納
め
て
い
る
会
員
が
少
な
い

（
約

名
）
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
幽

８０

霊
会
員
」
の
扱
い
が
問
題
に
な
っ
た
。

今
後
、
現
名
簿
を
整
理
し
、
正
会
員
と

準
会
員
、
賛
助
会
員
を
絞
り
込
み
、
ま

た
、
入
退
会
、
休
会
等
の
手
続
き
や
会

費
納
入
の
期
限
と
督
促
の
方
法
な
ど
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

伊
藤
明
裕
氏
が
師
範
に

ま
た
、
本
年
度
の
総
会
で
は
、
当
連

盟
会
員
で
自
由
が
丘
少
年
剣
道
教
室
の

指
導
者
で
あ
る
伊
藤
明
裕
教
士
八
段
を

新
た
に
当
連
盟
の
「
師
範
」
に
推
挙
す

る
こ
と
と
、
そ
れ
に
伴
う
規
約
改
正
案

。

が
木
下
穂
玄
幹
事
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

伊
藤
氏
の
推
挙
に
つ
い
て
、
神
澤
正
輝

会
長
が
意
見
を
述
べ
た
。
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

伊
藤
師
範
の
誕
生
に
よ
り
、
師
範
を

中
心
に
し
た
定
期
的
な
稽
古
会
を
実
施

。

す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

伊
藤
先
生
の
指
導
に
よ
る
濃
密
な
稽
古

が
、
悲
願
の
東
播
地
区
剣
道
大
会
の
優

勝
を
め
ざ
す
選
手
に
と
っ
て
も
ま
た
と

な
い
良
い
機
会
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た

一
般
会
員
に
と
っ
て
も
一
層
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
報
告

澤
田

薫
）

(

敬
称
略)

祝
昇
段

三
段

芳
村

利
彦

５
月

日

和
田
山
町

17

四
段

小
阪

祐
貴

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２
月

日

王
子

２２

五
段

西
本
英
一
郎

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

４
月

日

王
子

１９

六
段

澤
田

薫

５
月

日

名
古
屋
市

１７

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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近
頃
、
刃
物
を
持
ち
歩
い
て
、、

出
会
い
が
し
ら
に
人
に
切
り
付
け

時
に
、
殺
傷
す
る
事
件
が
相
次
い

だ
。
ま
こ
と
に
物
騒
な
話
で
、
被。

害
者
に
は
誠
に
気
の
毒
な
こ
と
だ

し
か
も
「
な
ん
と
な
く
人
を
殺
し

て
み
た
か
っ
た

」
だ
の
、
動
機
も

。

は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
。

そ
う
で
な
く
と
も
長
い
人
生
、
ど

ん
な
こ
と
に
出
逢
う
か
わ
か
っ
た

も
の
で
は
な
い
。

、

長
年
剣
道
の
修
業
を
し
た
身
で

こ
ん
な
時
こ
そ
危
機
一
髪
身
を
守

る
と
か
、
人
を
助
け
る
こ
と
が
出

来
な
け
れ
ば
、
随
分
口
惜
し
い
こ

と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
昔
の
武
士

な
ら
、
闇
討
ち
や
辻
斬
り
に
あ
っ、

て
不
慮
の
死
を
遂
げ
で
も
し
た
ら

気
の
毒
だ
と
言
う
よ
り

「
士
道
不

、

覚
人
」
と
し
て
家
禄
を
召
上
げ
ら

れ
た
か
も
し
れ
な
い

「
や
っ
ぱ
り

。

剣
道
を
や
っ
て
い
た
人
は
一
味
違

う

」
と
言
わ
せ
た
い
も
の
だ
。

。昔
の
侍
た
ち
は
、
こ
う
い
う
ま

さ
か
の
時
に
備
え
て
、
油
断
な
く

暮
ら
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

気
構
え
は
生
活
の
隅
々
ま
で
い
き

わ
た
っ
て
い
た
。
思
い
つ
く
だ
け

で
も
、
座
礼
の
時
、
左
手
を
先
に

下
し
て
次
に
右
手
を
下
し
た
。
左

腰
に
差
し
た
小
刀
を
利
き
手
の
右

手
で
抜
く
た
め
で
あ
る
。
着
物
も

袴
も
そ
れ
ぞ
れ
左
腕
、
左
足
か
ら

先
に
入
れ
た
。
道
の
角
を
回
る
時

は
外
側
を
回
り
決
し
て
道
沿
い
に

回
ら
な
か
っ
た
。
刺
客
が
潜
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
っ

た
。今

日
の
剣
道
が
防
具
、
竹
刀
に

よ
る
稽
古
法
が
主
流
と
な
り
、
し

か
も
打
突
部
位
が
限
定
さ
れ
た
競

技
に
な
っ
た
結
果
、
武
術
と
し
て、

の
要
素
が
大
い
に
狭
め
ら
れ
た
と

僕
は
考
え
る
の
だ
が
、
ど
う
だ
ろ

う
？昔

の
武
専
剣
道
に
は
足
が
ら
み

や
組
打
ち
も
あ
っ
た
や
に
聞
く
。

そ
れ
ら
が
危
険
だ
と
し
て
、
今
で

は
反
則
に
な
る
。
武
術
と
し
て
剣

、

（

）

道
を
考
え
る
と

当
身

あ
て
み

や
逆
手
（
さ
か
て
）
も
大
い
に
有

効
な
技
で
あ
る
。

少
年
の
こ
ろ
か
ら
剣
道
の
稽
古

の
中
に
、
そ
う
い
う
武
術
と
し
て

、

、

の
体
捌
き

心
構
え
を
取
り
入
れ

体
で
覚
え
さ
せ
る
こ
と
は
、
大
切

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
武
術
各

流
派
に
残
る
、
先
人
が
伝
え
た
技

の
数
々
を
大
い
に
取
り
入
れ
た
い

も
の
だ
。

危
険
を
避
け
、
身
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
修
練
し
て
い
る
剣
道
が

役
立
つ
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。、

間
合
い
感
覚
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
が

反
射
神
経
、
予
知
能
力
も
大
事
だ

ろ
う
。
体
育
館
の
入
り
口
で
履
物

を
揃
え
る
心
構
え
が
身
に
つ
い
て

お
れ
ば
、
近
頃
よ
く
年
寄
仲
間
で

ぼ
や
く
、
つ
ま
ず
き
に
よ
る
転
倒

も
、
少
し
は
防
止
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

「
暴
虎
馮
河
」
は
も
と
よ
り
戒

め
る
べ
き
こ
と
だ
が
、
危
機
に
立

ち
向
か
う
沈
着
冷
静
、
勇
猛
果
敢

は
必
要
だ
。
そ
れ
に
は
日
頃
の
訓

練
が
大
事
だ
ろ
う
。
我
々
は
い
つ

も
竹
刀
を
持
っ
て
歩
い
て
い
る
の

で
は
な
い
。
と
っ
さ
の
場
合
は
体

で
捌
く
術
を
身
に
着
け
る
必
要
が

あ
る
。

一
つ
だ
け
さ
さ
や
か
な
体
験
を

披
露
す
る
と
、
過
日
、
大
阪
の
駅

地
下
街
で
四
方
八
方
か
ら
押
し
寄

せ
る
人
ご
み
に
圧
倒
さ
れ
た
田
舎

者
の
僕
は
、
迫
る
時
間
に
せ
か
さ

れ
て
、
日
本
剣
道
形
小
太
刀
の
仕

太
刀
半
身
の
姿
勢
よ
ろ
し
く
、
次

々
と
人
垣
を
抜
け
て
行
っ
た
。
実

に
愉
快
な
体
験
で
あ
っ
た
。

(

三
木
市
剣
道
連
盟

相
談
役)

剣
道
よ
も
や
ま
話

髙
橋
洋
三
の

次
号
【
１
７
３
号
】
予
告

○
６
月

日

昇
級
審
査
会
結
果

１３

○
京
都
大
会
に
参
加
し
て

○
中
兵
庫
少
年
剣
道
大
会
・
青
少
年
健
全
育

成
剣
道
大
会
結
果

○
東
播
地
区
剣
道
指
導
法
・
審
判
法
講
習
会

○
髙
橋
洋
三
の
剣
道
よ
も
や
ま
話

ほ
か


